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カルガリー大学図書館の思い出
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1.は じめ に

平 成20年 度 に近 畿大 学 よ り在 外研 究の 機

会 を得 て、 カナ ダ ・カルガ リー大学 理学部 地

球 科 学 科(UniversityofCalgary,Facultyof

Science,DepartmentofGeoscience)に1年 間

滞在 した。 その際 に資料 収集 や文献検 索 な ど

で利 用 した、 カ ルガ リー大 学 図書館 の概 要 ・

印象な どを紹介 させていただ く。

2.カ ル ガリー大学図書館 の概 要

カル ガ リー大 学 図書館 は、約320万 冊 の書

籍 と約30万 冊の雑誌(電 子媒体で の提供 を含

む)を 所 蔵 し、MainLibraryと6つ のLibrary

blanch(図 書 館分室)で 構成 されてい る。

MainLibraryはMacKimmieLibraryと も呼

ば れ て お り、 キ ャ ンパ ス の ほ ぼ 中央 に位 置

す る 地 上12階 地 下1階 建 て のMacKimmie

LibraryTowerと 地 上4階 地 下1階 建 て の

MacKimmieLibraryBlockか ら なる。書庫 の

ほ とん どはTower内 に あ り、自習室や ミーテ ィ

ング ・ル ーム な ども設 け られて いる。分室 は

それ ぞれ 関連す る学部 の建物 内 にあ り、私 が

滞 在 した理 学 部 地 球 科 学 科 に は、Gallagher

Libraryと い う地質学 ・地理学 関連 の書籍 を有

す る分 室 が あ った(他 に、BusinessLibrary,

HealthSciencesLibraryな どがあ る)。

日本 の 図書 館 で言 う ところの 閉架 書庫 は無

く、 よほ ど貴 重 な書 籍 でない 限 りす べ ての書

籍 ・雑誌 は開架書庫 に配置 され てい る(す な

わ ち、雑 誌 と書籍 の 区別 をつ けず に並べ られ

てい る)。 また近刊 以外 の雑誌 はすべ て、通常

の書籍 と一緒 に書庫 に配置 されてお り、過去1

年 分程 度 の雑 誌 ・新 聞 のみ、Tower地 下1階

に配 置 されてい る。 なおペ ーパ ーバ ック版 の

小 説 な どは所蔵 してい ない ら し く、 その類 の

書籍 を借 りるな らば、 街 の公 共 図書 館 に行 っ

た方が よい と知人か らア ドバ イスされた。

書 籍 の貸 し出 しは、学生 ・教 員 に関 わ らず

すべ て大学 のIDカ ー ドで処理 され る。 また書

架 のあ る フロアに は必 ず コ ピー機 が数 台設置

されてお り、IDカ ー ドにお金 をチ ャージ して

お け ば、 その カー ドで コピー機 を利 用 す るこ

とが で きる。書籍 の貸 し出 し ・返却 は、1階 の

CirculationServicesと い うデス クで行 う。貸

し出 しの シス テム は、基 本 的 に近 畿大学 の 図

書館 と同様 のシス テムで あ るが、 デス クの傍

に貸 し出 し処理 のための機械が あ り、セルフ ・

サ ー ビスで貸 し出 しがで きる よ うに もな って

いる。

3.雑 感

私 は 主 に、 上 記 のMacKimmieLibraryと

GallagherLibraryを 利 用 したが、 そ こでの経

験 ・感 じたこ とな どを、思 いつ くままに書 く。

(1)分 類 番号

利 用 に当 たって唯 一 困った こ とは、分 類番

号 のこ とであった。

図書館 に収 め られて いるすべ て の書 籍 ・雑

誌 に は、 日本 の図書館 と同様、 アル フ ァベ ッ

トと数字 の組 み合 わせ か らなる分類番号(Call

Numberと 呼 ぶ ら しい)が 付 され て い る。 た

だ し、 このCallNumberの 説 明(番 号 と分野

の内容 を示 す表 の よ うな もの)は どこに も掲

示 され てお らず 、書 架 に もCallNumberの 先

頭 のアル ファベ ッ トしか記 され ていないため、

どの分 野の書籍 ・雑誌が どの書架 にあるのか、

す ぐには判 らない。従 って書 籍 を探 す場 合 に
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は、あらか じめ図書館のホームページか ら書

籍を検索 し、Cal1Numberを 控 えてから図書

館 に向かわない と、目当ての書籍を見つける

ことがで きない(た だし一度その書籍を見つ

けると、その周辺の書架には関連の書籍 ・雑

誌があるため、以後 は比較的楽 に探すことが

できる)。

CallNumberの 一覧表 を掲示するか、書架

に分野名を書いておけば良いと思 うのだが、

何故そうしないかはよくわからない。

(2)日 本の書籍 ・雑誌

図書館には英語 のみならず、 ドイツ語 ・フ

ランス語など様々な国の書籍 ・雑誌が所蔵 さ

れているが、日本のものもわずかながらあっ

た。定期的に収蔵 されている雑誌はある私立

大学の紀要と 「文藝春秋」のみであ り、朝 日・

日経 ・読売な どの主要 な全 国紙 もあったが、

なぜか滞在中に来なくなった。滞在中はかな

り日本語の書籍に飢えていたので、普段はまっ

た く読 まない 「文藝春秋」を毎月熱心に読ん

でいたことを思い出す。

書籍では、漫画版の 日本の歴史全集が所蔵

されていた。誰が どの ような目的で収蔵 した

のかはわからないが、 日本の漫画はカナダで

も人気があるため、漫画好 きの人が購入を進

めたのかも知れない。

(3)GallagherLibrary

上述 したように私がお世話になった理学部

地球科学科の建物 には、図書館の分室の一つ

であるGallagherLibrary(地 上1階 と地下1階)

があ り、地質学 ・地理学関連の書籍 ・雑誌が

　騨噸
劉

1,

郵 気

GallagherLibraryの 正 面

隷
～;"だ

収蔵 されてい る。Gallagherは か つ て在 籍 した

教授 の姓 で あ り、そ の方 の寄 付 を受 けて設立

された らしい。

ただ しスペ ース に限 りがあ るた めか、図書

館 が収蔵 す るすべ ての地 質学 ・地 理学 関連書

籍 が 置 い て あ る わ け で は な く、MacKimmie

Libraryに も関連書籍 が多数あ った。 また、所

蔵 しきれ ない、 あ るいは所蔵 す る価 値 があ ま

り無い と思 われた書籍(主 にペ ーパ ーバ ック

版 の古 い書 籍)の セー ルが開 かれ、私 も記念

に2、3冊 購入 した。 こうい った ところは、 日

本 の図書館 とはまった く異 なる。

(4)歴 史 の重み

カルガ リー大学 の創 立 は1966年 で あ り、 そ

れほ ど古 い大学 で はな いのだが 、図書館 に収

蔵 されてい る書籍 ・雑誌 には古い もの も多 く、

創立前 の もの もある。

時 々休憩が て らにMacKimmieLibraryに 行

き、 古 い 「TIME」 や 「LIFE」 な どを拾 い読

み したが、個人的 に一番感動 した ことは 「The

StrandMagazine」 が 所蔵 されてい ることだっ

た。 この雑誌 は1891年 か ら1950年 まで イ ギ

リスで発行 されて いた月刊 誌 であ るが、発刊

の約 半 年後 か ら1927年 ま で、 アー サ ー ・コ

ナ ン ・ドイル に よるい わゆ る シャー ロ ック ・

ホームズ ・シリーズ を掲 載 した こ とで も有名

であ る。私 は子供 の 頃か らシ ャー ロ ッキ ア ン

(シ ャーロ ック ・ホー ムズ のフ ァン)で あ った

ので、早 速 最初 の小 説 で あ る 「AScandalin

Bohemia」 の 第1回 目(1891年7月 号)の 掲

載ペ ージをすべ てコピー した。

専 門雑誌 で も古い ものが 多数所蔵 されてお

り、古 典 的 な名論 文 な どが掲 載 され た雑 誌 も

直接 手 に触 れる こ とがで きた のは、 よい経験

であった。

4.お わりに

カルガリー大学での在外研究で1年 間の滞

在中、様々な場所 ・機会で文化の違いを感 じ

たが、それは図書館においても同様であった。

利用方法やシステムに関しては、 日本の図書

館 と大 きな違いは無かったが、それで も本稿
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で述べ た ような微妙 な違いや不思議 な点が

あった。

元々読書好 きであるため、資料収集や文献

検 索の 目的以外 で もMacKimmieLibraryに

足 を運 んだが、本稿の依頼を受 けてから図書

館での様々な経験 を思い出し、改めて欧米の

文化 と日本文化の微妙な違い を考える機会 と

なった。そのことを記 して謝意を表します。
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